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鹿嶋－館山の基線長変化



鹿嶋－三浦の基線長変化



平常時の局速度と２０００年７月以降の局速度



岩脈貫入モデル

名古屋大学による解析結果（第１３８
回地震予知連資料）にある断層と岩
脈貫入モデルを使用し、2000年6月
26日から9月15日に至るまでの館山

局と三浦局の積算変位量を説明でき
るようにパラメタを修正したときの変
位量分布。青字で示したパラメタが
修正を行ったパラメタ。



鹿嶋－館山基線：偏曲点①の推定

7/1 7/6 7/116/266/21

6/26 火山性地震



鹿嶋－館山基線：偏曲点②の推定



館山局位置（３成分）
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三浦局位置（３成分）

東方向

北方向

鉛直上方向


